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Abstract 
This paper examines the Japanese coup de force in Savannakhet, a city in southern Laos, on March 
9, 1945 and the ensuing months with reference to available Japanese documents. These documents 
show that the Japanese army disarmed the French Indochina army in Savannakhet and chased the 
French soldiers out of the city. The Japanese army ruled Savannakhet the same as before. They 
had no intention of changing the administration and the personnel. However, some Lao and 
Vietnamese organizations prepared for the independence movement during this period of 
Japanese occupation in World War II. 
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はじめに 
第二次世界大戦末期に日本が単独でラオスを支配していた時期は短期間であったが、
ラオス史にとって歴史的な転換点であると認識されている。しかしながら、史資料の制
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約から研究がほとんどなされておらず、各地域の分析を積み重ねてラオスの全体像を明
らかにしていく必要がある1。すでに拙稿において、日本軍による仏印武力処理及びそ
の後の状況の一端をルアンパバーン2、ラオス南部のパクセ3、中南部のタケク4について
検証してきた。 
本稿では、前稿と同じ問題意識から、ラオス南部のサワンナケートに限定して、武力
処理の状況や日本軍の支配について可能な限り明らかにしたい。この時期のサワンナケ
ートに関しては、ガンが、1930 年から 54 年までのラオスの政治闘争を主題とした書籍
の中で数ページにわたって言及している5。サワンナケートに特化して言及しているの
は、管見の限りガンのみである。ガンは主にフランスのエクサンプロバンスにある海外
文書館所蔵史料の「カムセーン報告」を利用して、この間のサワンナケートについて記
述している。ガンによれば、カムセーンはサワンナケートのイサラ側のチャオムアン6
であったが、フランスへの情報提供者になった人物であり、彼が 1945 年 3 月 9 日から
1946 年 3 月 17 日までのサワンナケートの政治状況を報告したのが上記報告で、1946 年
4 月 7 日に作成されている7。上記報告書は日本がサワンナケートを占領した時から、フ
ランスが第二次世界大戦後にサワンナケートを再占領するまでの時期8の報告であり、
再占領後にまとめられている。筆者は残念ながら、この「カムセーン報告」を探し出せ
ておらず、未見であるため断定はできないが、当時のフランスの関心、つまり、サワン
ナケートにおいて誰が親仏で再占領後の統治にとって信用できる協力者であるかとい
うことに応えるための報告書であるとの印象を受ける。そのため、対日協力者について
は報告されているが、武力処理自体や日本の各部隊の動きなどについての報告はなされ
ていない。 
フランス側の史料に依拠しているガンに対して、筆者が主として依拠した史資料は旧
日本軍人へのインタヴュー、軍人の回想録や連隊史を中心とする日本側の史資料である。
限定的な考察となるが、本稿では、適宜ガンの記述も参照しながら、日本側から見たサ
ワンナケートの武力処理とその後を明らかにしたい。 
I. フランス植民地下のサワンナケート 
サワンナケート9はメコン川に面したラオス南部の都市である。1893 年、ラオスがフ
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ランスの植民地になると、フランスはラオス北部の行政の中心地をルアンパバーン、南
部の行政の中心地をサワンナケートとした。フランスは、1899 年にラオスの行政の中
心地をビエンチャンに移したが10、サワンナケートには理事官府が置かれ、フランスの
ラオス統治の中心地のひとつであった11。 
フランスは、1904 年にラオバオ峠を越えてベトナム中部とサワンナケートを結ぶ 9
号線植民地道路の建設を始めた。建設が中断された時期もあったが、1926 年に完成し、
7 号線や 12 号線とともにラオスとベトナムをつなぐ主要な道路となった。1911 年から
建設を開始したメコン川沿いにラオスの南北を結ぶ 13 号線と 9 号線が交差する都市が
サワンナケートであった12。しかし、日本軍がサワンナケートに進駐した 1945 年当時、
タケク以北の 13 号線の状態はかなり悪かったようで、日本の部隊はタケク以北への移
動には船を使用している13。1945 年 4 月に道路建設のためサワンナケートからパクサン
（タケク以北のメコン川沿いの町）に移動した歩兵第 85 連隊第 2 中隊員、角田敏男の
回想録によると、 
 
 タケック（ﾏﾏ）までは未舗装ではあるがしっかりとした道路だったけれども、それ
から先はジャングルを車が通れる幅に木を切り倒しただけの草ぼうぼうの道を進
み、 （中略） 所々に泥濘もあり積み荷のダイナマイトを下ろして担いで超えた
り、泥濘に嵌まったトラックを押したりしながらの行進は四百㎞ほどの道のりを五
日がかりの前進だった14。 
 
とある。この時期、サワンナケートは、ラオスの行政の中心地であるビエンチャンや王
都のルアンパバーンとのアクセスよりも、9 号線やタケク経由の 12 号線でベトナム中
部とのアクセスが容易な地であった。 
1943 年の統計では、サワンナケートの人口は 5500 人で、そのうちラオス人が 850 人
（約 16％）、ベトナム人が 4000 人（約 72％）、中国人が 450 人（約 8％）、その他 200 人
（約 4％）となっている15。フランス植民地期のラオスでは、都市の人口の大半はベト
ナム人であったが16、サワンナケートにおいてはベトナム人が人口の 7 割強を占めてお
り、タケクに次いでベトナム人人口の多い都市であった。こうした人口構成は、日本軍
がサワンナケートに進駐した 1945 年 3 月時点でもほぼ同じであったと考えてよいであ
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ろう。  
II. サワンナケートの武力処理 
サワンナケートにおいて、1945 年 3 月 9 日、武力処理（明号作戦）を実行に移した部
隊は、歩兵第 83 連隊第 3 大隊第 11 中隊の 1 小隊と歩兵第 85 連隊第 1 大隊主力であっ
た17。以下、武力処理の準備、当日、その後の状況を主として歩兵第 83 連隊の北山俊男
の回想録18とインタヴュー19、歩兵第 85 連隊の連隊史20、及び同第 2 中隊の角田敏男の
回想録21によってまとめる。 
1. 武力処理の準備 
歩兵第 83 連隊第 11 中隊の 1 小隊はサバナケット（ﾏﾏ）警備隊と呼ばれ、北山俊男少
尉を警備隊長とし、兵員 68 名22からなる部隊（以下、北山小隊と呼ぶ）であった。1945
年 2 月 8 日、歩兵第 83 連隊第 3 大隊の緒方廣業大隊長から明号作戦の密命を受けて編
成されたのが北山小隊で、2 月 11 日に大隊本部のあったベトナムのビンからサワンナ
ケートに向けて出発した。4 台のトラックで出発し、ナーペーで一泊、タケクで二泊し、
2 月 15 日にサワンナケートに到着した23。 
サワンナケートに到着すると、北山は仏印軍連絡将校、ケンカネン中尉を訪ね、共同
して警備にあたることになった旨を伝達し、宿舎の世話を依頼した。大きな民家を借り
て兵舎とし、情報の収集と作戦準備に入った24。サワンナケート到着前、ラオスやサワ
ンナケート、同地の仏印軍に関する情報、基礎知識は何もなかった。日本人経営のホテ
ルや商店、タケクやルアンパバーンにはあった昭和通商25もなかった。したがって、現
地で、フランス人の司令官や現地の住民から情報を集めるしかなかった。フランス人と
のやり取りは稲田兵長が英語に堪能でフランス語もできたので、通訳をお願いした。現
地の住民とのやり取りに関しては、連隊本部がたどたどしいが日本語がわかるベトナム
人をつけてくれたので、その人を通して情報を得た26。 
北山が、稲田を通訳に、毎日、ケンカネン中尉のもとに通い、仏印軍の現状を聞き出
す一方、兵隊は交代で町に出て、安南27（ﾏﾏ）の芝居小屋を見に行ったり、華僑28の飲食
店へ出入りしたりして住民からの情報を収集した。そのなかで、ラオス独立党（ﾏﾏ）の
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青年と知り合いになった。彼を通して、フランス人将校の住宅、人数、兵器の状況や管
理状況、兵士の士気、保安隊の状況などを知ることができた。さらに、住民の協力を得
るために兵を町に出して、住民との接触を図ることに努めた29。北山部隊の後にサワン
ナケートに到着した歩兵第 85 連隊第 1 大隊主力の兵も、昼間は毎日、メコン川へ水浴
に行き、町の人々と一緒になって茶色に濁る川で遊び、その帰りにはそのまま町をぶら
つき、仏印軍の将校宿舎や兵営の様子を探り、頭の中に叩き込んだという30。 
歩兵第 85 連隊第 1 大隊主力は、八重樫長次郎少佐を大隊長とする部隊（以下、八重
樫大隊と呼ぶ）で、回想録によって若干異なるが、北山小隊の後、2 月下旬にサワンナ
ケートに到着した31。兵力は約 240 名であった32。兵にはサワンナケート到着まで同地
に来た目的と任務については知らされず、当然、現地の情報も事前には何も持っていな
かった33。北山小隊と同様に八重樫大隊も武力処理の直前に仏印軍の情報を現地で入手
し、即実行という状況であったといえる。そして、情報収集には現地住民の協力があっ
たことがわかる。ラオス独立党と北山が記憶している組織の青年については、氏名や年
齢、ラオス人かベトナム人かも記憶にはないそうであるが、この組織を通しての情報が、
「以後の戦闘、掃討、警備に大いに寄与」34することとなったそうであるから、日本軍
にとって有益で確かな情報であったのであろう。正式名称はわからないものの、通訳に
よって独立と翻訳されたのであるから、現地の組織側が、フランスからの独立を目指す
組織であるということを日本側に知らせてもよいと認識しており、それによって日本軍
から不利益を被ることはないと考えていたのではないであろうか。仏印軍の情報を入手
したかった日本軍とラオスの独立を目指していた現地組織との間に、共通の敵はフラン
スという点で、双方の利害が一致したのであろう。 
日本敗戦後、ラオスのフランスからの独立を求めるラオ・イサラ（自由ラオス）運動
で主導的な役割を果たしたウン・サナニコーンは、サワンナケートで青年活動のリーダ
ー、かつ日本のスパイであったのはプーミー・ノーサワン35であったと述べている36。ま
た、カムセーン報告でもプーミーとその兄弟が日本の協力者であるとされている37。日
本軍はプーミーを通してフランス軍の情報を得ていた可能性があるが、プーミーは、反
日レジスタンスに参加した後、ラオ・イサラ運動に加わったともいわれており38、実際
のところは不明である。また、前述のカムセーン報告では、日本の警察に雇われ、出自
を偽ってサワンナケートに 1 年以上滞在していた朝鮮人諜報員がいたことが述べられ
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ている39が、管見の限り、日本側の史資料ではそういった人物は言及されていない。そ
もそも隠匿事項であるので、史資料がないことをもって日本が派遣した諜報員がいなか
ったとは言い切れず詳細は不明であるが、北山小隊も八重樫大隊もサワンナケートに到
着して現地で収集した情報が、武力処理の準備にとって有益であったといえる。 
北山小隊が収集した情報によればサワンナケートの仏印軍は総兵力約 1600 名40、八
重樫大隊によれば 2000 名41であった。日本側は両隊を合わせても約 300 名で、圧倒的に
兵力が劣っており、北山によれば、武力処理を成功させるには「奇襲攻撃より道なし」
42であった。 
2. 武力処理の実施 
3 月 9 日夜43、無線で武力処理開始の連絡を受けると、北山小隊はフランス軍将校、
ダスク中佐の宿舎を急襲した。ダスク中佐を連行して仏印軍の兵営であったドンモイ兵
営に向かった。通訳に降伏を呼びかけさせると安南兵は投降したが、フランス人下士官
は抵抗したため、八重樫大隊の支援を受け応戦し、約 3 時間で武力処理に成功した44。 
八重樫大隊は、市街中央の保安隊、仏印総督府45（ﾏﾏ）、仏印軍司令官ダスク中佐官舎、
警察隊（ﾏﾏ）、将校宿舎、兵器修理所、メコン川渡船所などの要所、市街地南東方 2 キ
ロ地点に位置するドンモイ兵営の各所に分かれて攻撃を開始した。ドンモイ兵営には北
山小隊と 4 台のトラックに分乗して向かい、約 1 時間半で武力処理は終了した。サワン
ナケート市内では、ドンモイ兵営よりも早く武力処理完了の信号弾が上がっていた46。
北山の回想録と第 85 連隊史では、武力処理開始時間や戦闘終了までの時間に差異があ
るが、サワンナケートにおける武力処理は短時間で成功した。戦闘は当初日本側が考え
ていたよりも手早く片付き、犠牲者も最小限47であった。 
武力処理が終わると、ダスク中佐以下の仏印軍将校、下士官および保安隊員約 50 名
を捕虜として市内の保安隊兵営に収容した48。フランス人の捕虜に関しては、しばらく
は兵営に収容した。午前と午後の 2 回の散歩の時間に捕虜と家族が面会することに関し
て日本兵は大目に見ており、家族は兵営の周りの有刺鉄線の外から差し入れを持ってき
たり、洗濯した衣服を持ってきたりしていた49。北山の記憶によれば、後日、連隊本部
からフランス人の軍人はタケク経由でハノイに移送するように連絡があり、まず軍人を
タケクへ送った。その後、軍人の家族や医師なども含めてフランス人全員をハノイに送
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るように指示がありタケクに送ったので、サワンナケート市内にはフランス人がいなく
なった50。フランス人理事官などの行政官は、武力処理直後は軟禁されていたようであ
る51が、おそらく、軍人の後にハノイに移送されたと考えられる。ただし、将校 4 名の
行方が分からなかった52と述べられているように、捕虜にならずに逃走したフランス人
将校や兵もいた。現地人の保安隊員は武装解除して故郷に返した53。 
翌 10 日の朝のサワンナケートの状況については、角田の回想と第 85 連隊史の記述が
ほぼ一致している。双方に、昨日まで仏印軍の兵士が歩哨に立っていた兵舎の門に日本
兵が立っているのを見てサワンナケートの人々は驚いたが、八重樫大隊長の「我々は昨
晩フランス軍の武装を解除した。だが日本がフランスに代わって統治するのではない。
安南は貴方たち安南人のものであり、フランスのものでも日本のものでもない」との説
明に驚きの声は歓声に変わったと記されている54。 
カムセーン報告では、10 日の朝、日本軍によってサワンナケートが占領された時55に、
ベトナム人コミュニティーと中国人の多くは日の丸を掲げて日本への協力を示した一
方で、ラオス人は家の中にこもっていたことが述べられている56。北山の回想録にも 10
日の正午頃、華僑が歓迎の日の丸を持って祝宴を開くからと招待に来たことが述べられ
ている57ので、カムセーン報告の性格を差し引いても、武力処理後のサワンナケートで、
新たな支配者である日本軍にすぐに反応を示したのは、ベトナム人、中国人であったと
言える。前述の八重樫大隊長の言葉が、ラオスでありながら「安南は安南人のもの」と
ベトナム人向けになっているのも、サワンナケートの民族別人口比率でベトナム人が 7
割強を占めていたことに加え、ベトナム人の対日姿勢も大きく関係していたであろう。 
3. フランス兵の掃討 
サワンナケート市内の武力処理後、日本軍にとって重要であったのは、サワンナケー
トの治安維持（次のⅢ章で言及）と逃走したフランス兵の掃討、サワンナケート郊外の
フランス兵営の武装解除であった。北山小隊は、9 号線に沿ってセノの飛行場からセポ
ン、ベトナムとの国境のラオバオまで行っており、敵を追走し、各兵営で保安隊の武装
解除を行った。ほとんどの場合、北山小隊の到着前、フランス兵はすでに逃走していた
が、セポンの兵営を夜襲して軍事物資をサワンナケートに運ぶ途中、ドンヘンでは敵ゲ
リラによる橋梁爆破によって日本側に死傷者が出た。ラオバオでは捕虜にした安南兵か
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らフランス人将校 4 名を長とする約 60 名の敵兵がケンコークにいるとの情報を得て、
ケンコークに向かったが、すでに撤退した後であった58。 
ドンヘンに生まれ育った N 氏は、フランス兵が逃げた後に日本兵がフランス兵を追
ってドンヘンに来たこと、フランス兵が橋を燃やして逃げて行ったので、橋から落ちて
死んでしまった日本兵がいたことが噂になっていたことを記憶している。おそらく北山
の回想にあるのと同じ出来事であろう。N 氏によると、ドンヘンの村人は、日本兵が来
ることを聞くと怖くて森に逃げ隠れていた59。 
八重樫大隊もセノの飛行場やセポンに向かったが、戦闘はなく、集積されていたフラ
ンス軍の物資をサワンナケートへ集めるのが主な作業で、配属されていた自動車小隊が
サワンナケートとセポンの間を往復して任にあたった。4 月初め、サムヌアーパクサン
間の道路建設が開始されるのに伴い、その作業に従事するため、八重樫大隊はタケク経
由でメコン川岸を北上し、パクサンへ移動した60。 
八重樫大隊が移動した後も、フランス兵の追走は続いた。住民から、フランス兵が隠
れている、逃げるフランス兵に豚を取られた、落下傘で物資が落とされたなどの情報が
日々入ってきており、その情報を判断するのは隊長である北山の仕事であり、現地の警
察に任せたり、追走部隊を出したりして対応した。サワンナケートを空にしておくこと
はできなかったので、主力をサワンナケートにおいて、追走部隊を入れ替わり立ち替わ
り出した61。5 月 10 日には、独立歩兵第 672 大隊第 1 中隊及び鉄砲隊の一部がサワンナ
ケート付近に移動し、警備、討伐を担当するようになった62。 
しかしながら、日本軍は、敗戦までの間に、逃亡したフランス兵やそれを助けていた
現地住民を掌握することはできなかった。北山は、住民から残敵の情報がもたらされ、
掃討作戦を行っても、武力処理前に確認したフランス人将校 4 名は不明で、掃討がまだ
まだ続いたことを述べている63。サワンナケート市内や 9 号線のような重要な地点には
日本軍は検問を設け人や物の動きを管理していた64そうであるが、市内や幹線から外れ
た地域にまでは支配が及んでいなかった。9 号線から外れた村在住の S 氏は、父親は村
に残ったが、自分は森に隠れており、そこから 5、6 キロ離れた森の中にフランス兵が
隠れていたことを知っていたが、日本兵が怖くてその情報は教えなかったという65。S 氏
は当時、7，8 歳の子供であったため森に隠れていたとも言えるが、前述の N 氏の証言
にもあるように、村落に居住していたラオス人のなかには、日本兵とフランス兵の戦闘
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を避け、森に隠れていた人がかなりいたのではないかと推察できる。 
カムセーン報告には、4 月に、彼自身も含め、ラオス人の役人が日本の警察（ﾏﾏ）（お
そらく憲兵であると考えられる‐筆者）に逮捕されたことが述べられている。逮捕され
た 1 人のルアム・インシシエンマイ66は、当時、知事であり、ラオス人の役人に自由フ
ランスへの協力を促していたことなどが逮捕の理由であるとされている。その他に、名
前を挙げて、自由フランスに協力したラオス人レジスタンスがいたことも報告されてい
る67。このように積極的にフランスに協力したラオス人がいた一方で、前述のプーミー
のように日本のスパイ、協力者とみなされていたラオス人もいた。しかしながら、サワ
ンナケート郊外の村落に居住していたラオス人は、日本兵とフランス兵の戦闘を前にし
て、どちらの側に協力するのでも激しく抵抗するのでもなく、どちらにも関わらないで
身を隠すという選択をした人が多くいたと考えられる。それは彼らが意図していなかっ
たかもしれないが、日本とフランスに対する無関与の抵抗とでもいうべきことであった
といえるであろう。 
III. 日本軍によるサワンナケート支配 
3 月 9 日、サワンナケートの武力処理を終えた日本軍にとって、前述のフランス兵の
追走とともに重要であったのはサワンナケート市内の治安維持であった。フランスの行
政官が一掃された後のサワンナケートには現地人行政官が残され、そのトップはラオス
人であった。前述のように 3 月 10 日、八重樫は「日本がフランスに代わって統治する
のではない」と言ったとされているが、実際は日本軍による統治であったと言ってよい
であろう。北山によると、八重樫大隊がサワンナケートを離れた後、警備隊長として治
安維持の責任者となったのは北山であった68。 
武力処理後、日本軍は治安維持のため、当初は軍政を布告した。現省長（ﾏﾏ）（県知
事（チャオクウェーン）のことであると考えられる‐筆者）を中心に現地の華僑、ラオス
人、安南人の代表による三者合同治安維持会を組織し、治安維持にあたらせた69。北山
は、当時のサワンナケートには、華僑、ベトナム人、ラオス人、インド人がいたが、イ
ンド人は人数が非常に少なく、接触がなかった。したがって、サワンナケートでは 3 つ
の民族を押さえておけばよかった。皆協力的であったと記憶している70。カムセーン報
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告では、日本軍当局は 3 月 10 日に「security commission」を設立し、その長にはサワン
ナケートのベトナム人リーダーが就任した71とある。前述の三者合同治安維持会のこと
であると考えられるが、北山によると、省長を中心に組織化されており、ラオス人とベ
トナム人のどちらが長であったのかはっきりしない。ただ、省長が組織の長となったと
考える方が自然であろう。 
さらに、北山は日本軍の主たる任務は治安維持で、行政的なことはラオス人に任せて
いたと述べている。ただし、部下の曹長、伍長を置いて連絡事務所を作り、現地の役人
と連絡を取り、行政の円滑な遂行を計ることに努めた。連絡事務所にはベトナム人の通
訳がいて、その人が日本軍と現地の行政の仲介をしていた72。カムセーン報告では、見
かけ上、日本軍当局と密接な関係を築いていたのはベトナム人コミュニティーで、日本
軍の情報元もベトナム人であったと報告されている73。ウンは、サワンナケートのベト
ナム人は日本人のスパイであり、我々のような自由ラオスにとって危険な存在であった
74と述べている。日本軍にとっては、人口の 7 割強を占めるベトナム人と良好な関係を
築くことは市内の治安維持にとって欠かせなかったはずで、上記、治安維持会や連絡事
務所を通してのベトナム人とのつながりは、サワンナケートを支配する上で重要であっ
たであろう。結果的に、日本軍がサワンナケートに新設した組織でのベトナム人との関
係が、日本軍とベトナム人コミュニティーの密接な関係とラオス人の目には映ったので
はないであろうか。しかしながら、ラオス人が、フランス兵と行動をともにした人、日
本軍のスパイとみなされていた人、ウンのように自由タイとともに活動し、日本軍から
もフランス兵からも距離を置いていた人と多様であったように、ラオス人から見ればす
べて親日ベトナム人とひとくくりにされる人々も、推測の域を出ないが、実際は多様な
存在であったのではないであろうか。 
この軍政期間に、北山は、フランス人の行動制限、フランス軍人を捕虜とし収容所に
収容、ベトナム兵の帰郷、及び希望者は将来の保安隊員として省（ﾏﾏ）が採用し教育は
日本軍が行う75、交通の制限、物価の安定（食糧、日用品の確保と必要により密輸の黙
認。隠匿物資の放出）、武器の供出と警察の強化、市場の再開と賭博場の許可などを主
として行った76。北山は、サワンナケートの経済を握っていたのは華僑であり、華僑の
会長が物資の流通の件でよく嘆願にきた。日本軍の検問を通過できるように書類を書い
て便宜を図ったこともあり、北山自身は日常的に一番接触が多かったのは華僑であった
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と記憶している77。 
第二次世界大戦直後にサワンナケートに入ったアメリカの OSS（戦略情報局）は、サ
ワンナケート在住フランス人からの情報として、日本が支配していた時期にサワンナケ
ートには 4 社の日系商社があったと報告している。日本による武力処理とともに営業を
開始した大南公司、大南公司と一緒にやってきた Nitinan（ﾏﾏ）、7 月 27 日に来て 8 月 15
日に撤退してしまった Maruyei（ﾏﾏ）、そして、中国人の商社である Chieu Hoa-Thong-
Thuong（ﾏﾏ）であった。大南公司は主として木材を扱い、Nitinan は砂糖、たばこ、コ
ーヒー、米、木材を扱っていたが、日本人とベトナム人とのみ商売をして、ラオス人や
フランス人には物を売らなかった。Maruyei はラオスの主要な都市に支店を持っていた
会社で主として食糧を扱っていた。Chieu Hoa-Thong-Thuong はサワンナケートの中国
人商人が集まって作った商業連合で、生地や小間物、食糧などを扱っており、日本人と
だけ商売をしていた78（そのため日系商社とみなされていると考える‐筆者）。北山はサ
ワンナケートに進駐した時、民間の日本人はおらず、日系のホテルや商店などもなかっ
たと記憶している79。これら日系商社の存在は確かめようがないが、日系の商社があっ
たとしても営業を始めたばかりでは十分な商売ができず、日本人相手の Chieu Hoa-
Thong-Thuong という中国人の商社の力が強かったのではないであろうか。 
5 月 1 日、所期の目的を達すると、北山は軍政を廃止し、治安維持会を解散、省長に
よる平常の政治にもどした80。 
サワンナケートに進駐していた間、北山はラオス側から招待された歓迎会、新年の行
事に参加し、小学校の視察を行った。歓迎会は八重樫大隊と交代して警備にあたるよう
になった頃、省長が開いてラオス料理とラオス女性の踊りでもてなしてくれた81。5 月
初めのラオスの新年の際には、省長からの招待を受け、3 名の日本兵ともに寺に向かっ
た。寺の境内は着飾った住民であふれており、正装した省長が迎えてくれた。席に座る
と僧侶の読経が始まった。寺での儀式が終わると、省長が北山の横に立って境内にいっ
ぱいの住民に対して演説した。その後、ラオス人倶楽部（ﾏﾏ）に案内されて祈りを捧げ
てもらうと、僧侶、省長、名士の順に北山の右手首に木綿の糸を結びつけて合掌して拝
んだ。省長は、健康と幸運を祈る儀式であると説明してくれた82。この木綿の糸を手首
に結ぶ儀式は、バシースークワンと呼ばれ、現在も客人を歓迎する時や人生の節目に幸
運や健康を祈って行われ、参加者を温かな気持ちにさせてくれる儀式である。歓迎会や
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新年の行事に招待され、こうした心温まる儀式を催してくれたことは、日本軍にとって、
ラオス人は協力的であると認識させる重要な要因であったと考える。 
小学校視察に関しては、北山は、6 月頃に連絡事務所を通して、ラオス側から打診さ
れた。出かけていくと、ベトナム人の先生83が生徒（おそらくラオス人とベトナム人）
に日本語を教えていた。学校で日本語を教えるように言ったことはなかったので、視察
に来るからたまたま教えたのか、いつも教えているのかはわからなかったが、日本軍に
は宣撫要員はおらず、大使館関係者もサワンナケートにはいなかったので、教育面で強
制したことは何もなかった。日本語の雑誌や新聞なども発行するような余裕はなかった
84そうである。ラオス側の対日協力を印象付ける演出であったかもしれないが、こうし
た予期せぬ出来事は、現地の人々の協力と日本軍の下で治安が良好に維持されているこ
とを示し、日本軍には好意的に捉えられたであろう。 
サワンナケートでは、前述のカムセーン報告にあったように、フランス側についたり
日本軍に逮捕されたりしたラオス人行政官もいたものの、行政においてはラオス人、経
済においては中国人、治安維持においてはベトナム人の協力を得、彼らに任せていたか
らこそ、日本軍は少ない人数で支配し、フランス兵を追走することもできたといえる。
作戦のために、現地の行政は現地の人々に任せるという方針は、第 38 軍のインドシナ
における武力処理後の統治方針に合致していた。土橋勇逸第 38 軍司令官は、統治方針
を「無為の為」であり、軍の作戦準備を妨害しないように臨機応変の対応をする85とし
ていた。 
北山は 7 月中旬、中隊復帰の命を受けてビエンチャンに向かったが、さらにタケクへ
の移動命令が出てタケクに着いたところでデング熱にかかった。回復すると再び移動命
令でビエンチャンへ行ったところで敗戦となった86。日本の敗戦時、歩兵第 83 連隊第 3
大隊はルアンパバーンに大隊本部を置き、ムアンサイ、ビエンチャン、タケク、ビン、
ドンホイに分散して配備されていた。大隊はラオスから撤退し、ビンに集結することに
なり、第一次集結地をビエンチャン、第二次集結地をサワンナケートとし、9 号線を通
ってベトナムの海岸線に出て、約 3 週間かけてビンに集結した87。 
第二次集結地となったサワンナケートでは、9 月初旬、撤退のために、一度に多くの
日本兵が集結することになった。宿舎に困り、北山が、省長に手配をお願いすると、学
校、寺院、教会を提供してくれ、便宜をはかってくれた。さらに、省長は、華僑の人々
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ともに将校一同を招待して宴を開いてくれたそうで、敗戦兵となった日本兵への温かい
対応に感じ入った88という。サワンナケートには 3 泊して、9 月 10 日ころ、ビンに到着
した89。7 月 2 日からタイへの移動のため、ベトナムから 9 号線を西に向かっていた歩
兵第 86 連隊90は、サワンナケート付近で終戦の報告を受け、第 2 大隊を除き、サワンナ
ケートから対岸のムクダハンに渡り、タイのウボンに集結した91。サワンナケート付近
の警備、討伐を担当していた独立歩兵第 672 大隊第 1 中隊及び鉄砲隊の一部は 9 月 10
日にダナンに移動した92。したがって、敗戦後しばらくは、集結地へ移動する日本兵が
入れ替わりサワンナケートにやってきたが、9 月中旬にはサワンナケートから日本兵が
姿を消したといえる。 
IV. 日本降伏後のサワンナケート 
1945 年 9 月初旬、歩兵第 83 連隊第 3 大隊がサワンナケートに結集して、アンナン山
脈横断に向けての準備をしていた時に、連隊から輸送のための車両を送れないため、「機
関銃、大砲および弾薬はメコン川に放棄するも可」との連絡を受けた。とはいえ、他日
接収されるものとは知りながら、兵器を川に捨てることは機関銃将兵にとっては許しえ
ないことであり、力尽きて倒れるまで人力搬送する決意であった93。第 3 大隊は武器を
集結地のビンまで携行しようとしたことがわかるが、日本の敗戦後、フランスのラオス
復帰阻止に向けての活動を開始したラオス人やベトナム人は、日本軍の武器を必要とし
ていた。 
日本側の記録では、日本支配下のサワンナケートにおけるラオス独立の動きは、ラオ
ス独立を目指す人がいたということくらいしか明らかにならないが、ウンはメコン川を
挟んだタイとラオスの両岸で自由タイと連携しながら活動を行っていた94。現ラオス人
民民主共和国成立時の首相で、ラオス革命の指導者であったカイソーン・ポムウィハー
ンについての文献では、カイソーンは 1945 年 4 月末に勉強を中断してハノイからサワ
ンナケートに戻ると、愛国ための宣伝活動を開始した。その時期のサワンナケートには、
彼の活動だけではなく、日本敗戦までの短期間の間に、日本から権力を奪取し、ラオス
を独立させようとする愛国勢力や革命勢力が次々と生まれたことが述べられている95。
日本軍に感知されずに水面下で、ラオス人、ベトナム人が独立に向けての活動を行って
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いた。 
そうしたラオスの独立を目指す諸勢力にとって、日本降伏後の敵はフランスであった。
ラオス側の複数の文献によると、1945 年 8 月 31 日になって、日本側は銃を 120 丁と弾
薬を多数サワンナケートの住民に譲渡した。それによって、サワンナケート人民武装隊
が結成された96ということが述べられている。ウンは、日本人と親しく、信頼されてい
たベトナム人が日本人から武器をもらっていたと述べている97。北山は、ラオス人やベ
トナム人は拳銃を欲しがっており、協力してくれたラオス人に拳銃を２丁あげたという
98。 
日本側がラオス側に銃を 120 丁供与したことの真偽、事実であったとしたらどの部隊
の武器がサワンナケートの住民（ラオス人またはベトナム人）の手に渡ったのかは定か
ではない。しかし、OSS も、サワンナケートにおいて、日本は武器を現地住民に売り、
弾薬をメコン川に投げ入れたと報告99しているので、日本軍は可能な範囲で武器をサワ
ンナケートの住民に譲渡（あるいは販売）し、日本軍の武器の一部は住民の手に渡った
と考えられる。そして、自前の武器を持たないラオスの独立を求める諸勢力にとっては、
フランスの再占領を阻止するために武器が必要であり、日本軍の武器は、当時、最も簡
単に手に入れることのできる唯一の武器であった。 
日本軍が去った後のサワンナケートでは、ウンは、ベトナム人がラオス人の統治に従
うことを約束し、ベトナム人との協力関係が成立したために自身がサワンナケートの統
治権を掌握したと述べている100。一方、ラオス側の文献では日本敗北の機を捉えてベト
ナム人指導者のチャン・ドゥック・ビンとラオス人指導者のカイソーンとシーサナ・シ
ーサーンが 8 月 23 日に日本側に面会に行って、サワンナケートの統治権力を移譲され
た101、あるいは、ウンの動きに関しては言及せずにラオス人とベトナム人の武装勢力の
働きの下にサワンナケートが維持されるようになったことが述べられている102。また、
9 月 9 日、サワンナケート再占領のために市街の北と南から攻撃してきたフランス兵と
ラオスの武装勢力が戦い、北からのフランス兵は撤退させたものの、南からのフランス
兵はラオス側、日本側、フランス側の責任者で話し合いを行った後に撤退に応じたこと
が述べられている103。これが事実であるとするならば、敗戦後も日本軍は、サワンナケ
ートから撤退するまで、治安維持の役割を果たしていたと推察できる。 
当時のサワンナケートにおいて、ラオスの独立を求める諸勢力間の状況やそれぞれの
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関係については、記録を残している主体によって様々に語られており、日本軍やフラン
ス兵との関係にしても、実際、どのようであったのかは、現時点の史資料状況では全体
を俯瞰して論じることは困難である。ここでは主な記述を挙げたにすぎず、当該時期の
さらなる研究が必要である。ただ、日本が去った後のサワンナケートでは、権力の空白
期を捉えて多様な勢力が表に出て活動し始めたとはいえるであろう。 
おわりに 
限られた史資料からの考察で、明らかになっていない部分が多いことは否めないが、
仏印武力処理後のサワンナケートについて、以下のようなことが言えるであろう。日本
軍は 1945 年 3 月 9 日、サワンナケートの武力処理に成功し、市内を掌握すると、逃亡
したフランス兵の追走や市内から離れたフランス軍兵営の武装解除を進めながら、治安
維持のために当初は軍政を敷いた。ラオス人、ベトナム人、中国人からなる三者合同治
安維持会を組織し、行政を円滑に進めるために、現地役人との連絡機関として連絡事務
所を設立した。フランス人捕虜の収容や移送、ベトナム兵の帰郷などが終わり、物価が
安定し、物資も流通するようになり、市内の治安が安定すると、軍政を廃止し、治安維
持会を解散して、現地のラオス人行政官を中心とする政治に戻した。この間、日本軍と
現地住民や行政との仲介役としてはベトナム人が大きな役割を担っており、経済は中国
人に頼っていたと考えられる。 
日本軍は、日本軍進駐前の現地の行政をそのまま利用してサワンナケートの統治にあ
たらせており、土橋が「無為の為」と述べていたように、現地の行政の改変や社会構造
の変革などの意図を持たず、基本的には現状維持であった。日本軍にとっては、戦争遂
行、作戦の継続が重要であった。したがって、フランス植民地期、ラオスはルアンパバ
ーン王国が保護国で、その他の地域がフランスの直轄領であったが、こうしたフランス
が作った植民地の枠組みも日本軍はそのまま継承した。1945 年 4 月 8 日、ルアンパバ
ーン王国が「独立」を宣言するが、「独立」はルアンパバーン王国のみで、ラオス全土
には及ばなかった。サワンナケートは、フランスに代わって日本が、フランスの作った
現地の統治機構や人材をそのまま利用して統治する地であった。 
しかし、旧支配者であったフランス人が一掃されたこと、日本軍が現地の行政にはあ
まり関与しなかったことで、サワンナケートのラオス人やベトナム人の独立を目指す組
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織が生まれ、成長し、活動が活発化する余地が生じたと考えられる。旧支配者に代わっ
てサワンナケートにやってきた日本軍は、人数も少なく、現地の事情にも精通していな
かった。新たに生じた状況に対応して、諸組織の活動が開始されたのであろう。第二次
世界大戦後のサワンナケートで表面化する諸組織の独立へ向けての活動が、日本軍の支
配下で準備されていたといえる。諸組織の活動内容や組織間の関係など、明らかにした
い課題は多々あるが、筆者はまだ、それを論じるに足る史資料を十分に持ち合わせてい
ない。今後の研究課題としたい。 
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